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指導教員 下吹越武人教授 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Are there any particular kinds of clue, for a human being, to understand a space? I would like to argue that 
people recognize, at the unconscious level, these fragment of lines, in order to gather them up to draw the 
whole picture of a space. In another words, lines provide an indication of recognizing a space. This theory 
propose a new approach to design a space, taking advantage of the indication provided by the lines which can 
be found in a space, assuming that aggregate of lines provide an indication to grasp the picture of a space. 
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１．はじめに 
 
「建築は床、壁、天井により構成される。」 
 
建築を学び始めたころ、そう教わった覚えがある。確
かに設計を進めていく上で床、壁、天井は必要不可欠で
あり、空間を性格付ける重要なファクターとなっている。 
では空間を構成するものが床、壁、天井であるとしたと
き、人は何を手がかりに空間を把握しているのだろうか。 
  
20 世紀の画家でありバウハウスで教鞭をとったパウル
クレー(1879-1940)は著書「造形思考」のなかで面と線の
幾何学的関係につい
て明らかにした。ク
レーによると線の集
合が面を形づくり、 
fig.1   線と面の関係            面は線の集合に分解
されうるという。[1] (fig.1) 
 
空間を構成するものが面であるとするならば、空間は
線の集合として捉えることもできるのではないだろうか。 
 
物体と空間を二次元の平面に変換したアルベルティの
手法は空間認識の原理を示した。それによれば、天井と
壁の際、床に張られたタイル目地など空間が線の集合で
あると想像するための手がかりは空間内のあらゆる場所
に潜んでいる。人はこれら
空間内に現れる断片線を無
意識のうちに知覚し、頭の
中で統合することで空間を
把握しているのではないか。
つまり、線は空間を把握す
るための指標であると言え
fig.2                     るのではないだろうか。 
本計画は、空間内に現れる線の断片を空間把握の指標
であると仮定し、その操作をもとに空間を生成・構成し
ていく設計手法を提案するものである。 
 
２. 線と面と空間 
クレーによれば線と面のあいだには次のような関係が
存在する。 
a)能動的な面は受動的な線を生む。 
b)能動的な線は受動的な面を生む。 
つまり線と面は互いに補完しあうのだ。 
近代建築の多くはミース・ファン・デル・ローエの「Less 
is more」に表現されるように壁とスラブによるシンプル
な構成で空間の機能性と合理性を追求した。 
代表的な建築として、ミースのバルセロナ・パヴィリオ
ン、フランク・ロイド・ライトの落水荘が挙げられる。
これらの建築が面により構成されていることに異存はな
いだろう。近代以降、現在に至るまで建築では面を能動
的に扱い、線はその結果生まれた副産物として空間の隅
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に潜んできた。しかしながら空間の高さ、幅、奥行きを
知ろうと人が意識したとき、視線が捉えるのは空間を構
成する面ではなく、その隅に佇む「線」である。 
 
３．既存建築にみる線の操作 
 
(1)角度操作 
fig.3,4 
     
                  
             
 
角度をつけることで線の長さに変化が生まれてい
る。主に開口部に用いられ、具体的な機能設定はさ
れていない。 
 
(2)消失点の多設定 
fig. 5 テアトロ・オリンピコ 
 
 
 
 
 
 
 
 
fig.6 キアズマ現代美術館 
ひとつの地点から空間を眺めたときに複数の空 
間認識が可能。 
 
(3)鉛直方向へ 
 
fig.7 レゴパーク美術館 
 
 
 
鉛直方向へ線を延ばすことで高さを求
めた視線は空へと抜ける。 
  
 
  
(4)軸の変化 
 
fig.8 安中榛名の小屋 
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 fig.9 安中榛名の小屋 平面図 
正方形の対角線に空間を仕切る軸を設定してい
る。(fig.9) 
 
４．線的操作による空間モデル 
 
前項の分析結果と自身の考えをもとに、線を操作す
ることで生まれる空間モデルを提示する。 
fig.10 線的操作ダイアグラム 
 
 
Type1        Type2       Type3        Type4 
fig.11  空間モデルダイアグラム 
Type1 は fig4,5 の開口部にみられた操作を空間に応用し
たものである。空間自体にあらかじめパースが効いてい
るため本来奥行きを把握するための指標である線が頼り
にならない。人は空間内の対象物(人、モノ)を指標として
奥行きを想像する。Type2 は位相を変化させたものであ
る。立面に空けられた開口は天井面に終着する。空間の
奥行きもしくは高さを求めて向けられた視線は着地点に
戸惑う。Type3 は fig.10 にみられる軸の変化を複数の空
間にまたがって適用した。一方の空間で内壁を担ってい
た線は他方の空間で外壁となる。離れた空間との関係を
断ち切らず線的に連続する空間となる。Type4 は曲線を
用いたモデルである。これは Type2 の位相変化を滑らか
にしたものと言えるかもしれない。fig.7 にもみられるこ
の線タイプは空間に現れる線は人と視線をゆるやかに誘
い込む。 
 
５．計画 
 
線的操作により得られた空間モデルを実際の建築空間と 
しての機能をもたせて再構成する。本計画ではケースス 
タディとして東京都目黒区にある都立林試の森公園園内
を計画敷地に設定し、樹木を展示物とした美術館を設計
する。この公園にはかつて林野庁の林業試験場があった。
試験場がつくば市へ移転したことに伴い、公園として整
備され、1989 年に「都立林試の森公園」として開演した。
園内には試験場当時の樹木がそのまま残されており、歩
いてみると、それはさながら木の博物館のようでもある。
その魅力を顕在化させ、新たな関係性を生み出すことを
目標に設定する。線のゆくえを追いながら見え隠れする
樹木たちはいつもと違った様相を見せるかもしれない。 
 
 
fig.12  1F 平面図 
 
fig.13  北側立面図 
 
６．おわりに 
本設計・論文の制作にあたって、多くの人に協力してい
ただきました。下吹越先生をはじめとする先生方に大変
感謝しています。またスタジオ課題として修士設計を半
年間見て頂いた坂本一成先生にも、この場を借りて御礼
を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 
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